

















ラニガト遺跡は古代のガンダーラの中央に広がる平 D、 その上に新しい奉献小塔がつくられている。 主塔
原の東縁を画する山塊上に立地する。 山塊に近づくと の最終期の基台もこの大基壇の上に， 初期の主塔の周
－峰に屹立する花崗岩の巨石がみえる。 この巨石は現 囲に築かれた奉献小塔に覆いかぶきるよ うに構築され
地語で「女王の岩」 を意味するラニガトと呼ばれ， ている。これは主塔が「増広」されたことをしめして￣
れが遺跡の名称となっている。遺跡はこのラニガト岩 仏塔の規模を拡大させていく増広については，いる。
























































































































































































の14枚の銅貨が出土した。 これらの貨幣のうちもっと におうことができた。そして主として壺． ランプの変
さらに貨幣も数が多かったのはヴァースデーヴァ銅貨であった。 化から６期にわたる編年を明らかにした。
同様の敷石奉納貨幣を西地区でも検出している。 など関連資料から，ラニガト最初期の第１期をＢ,Ｃ、
１世紀後半以降，最終期の第Ｖ1期の下限をＡＤ６
世紀とする年代観をえた。
なお，この報告は『ラニガトーガンダーラ仏教遺跡
の総合調査一図版篇」の解説をまとめたものである。
出土刻文は石彫に刻まれたもの！ 土器片に刻まれた
ものをあわせて100点を数える。文字はいずれもカ
ローシュテイ-，言語は西北インドのプラークリット
である。枢石刻文にヴァースデーヴァの名が読み取
